
第１学年  音楽科学習指導案 

 

１ 題材名「日本の伝統音楽」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材       (３) 活動の流れ（４時間）     (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

㋐我が国の伝統音楽である雅楽の特徴とその特徴から生まれる音楽の多様性について理解することがで
きる。 

㋑雅楽を形づくっている要素（音色、リズム、速度、テクスチュア）を知覚し、それらの働きが生み出
す雰囲気を感受しながら、音楽表現の共通性や固有性について自分なりに考えたり、そのよさを味わ
って聴いたりすることができる。 

㋒雅楽の特徴とその背景となる文化や歴史に関心をもち、聴く活動を楽しみながら主体的・協働的に学
習活動に取り組もうとしている。 

 世界各地には、その国独自の

特徴を備えた伝統的な音楽が

ある。雅楽は、唐時代を中心と

する中国と、その近隣諸国及

び、朝鮮半島で盛んだった音楽

や舞が日本に伝わり、日本人の

嗜好にあった旋律や楽器の音

色や響きに改められ、日本独自

に発展してきた、約 1300 年の

歴史を現代まで伝承する世界

最古の音楽である。 

本題材で取り扱う教材、「平

調 越天楽」は、今でも結婚式

や初詣の神社で演奏される雅

楽の管絃の代表的な曲の一つ

である。この曲は、龍笛、篳篥

の旋律に笙の和音等が重なり、

ゆったりとした流れで、荘厳な

雰囲気をもつ。そこから、ずれ

や間など日本の伝統音楽の特

徴を捉えることができる。 

本題材の学習を通して、雅楽

について理解し、その魅力を探

ることは、我が国の伝統音楽に

親しみ、我が国の伝統や文化を

尊重していこうという態度を

はぐくむことにつながると考

える。 

１ 雅楽で演奏する「君が代」を聴

き、雅楽について知り、学習課題

を設定する。① 

⑴雅楽で演奏する「君が代」を聴き、

感じ取ったことを交流する。 

・日本らしい響き 

・神社で聴く音楽に似ている 

⑵雅楽について考える。 

・雅楽の歴史 

・雅楽に用いられる楽器 

２ 「平調 越天楽」を部分鑑賞し、

雅楽（管絃）の特徴を捉える。② 

⑴「平調 越天楽」を部分鑑賞し、

音楽の特徴を感じ取る。 

・楽器の重なり、音色 

・拍節感、間 

⑵諸外国の雅楽について知り、「平調

越天楽」と部分比較鑑賞し、その

魅力について考える。 

・韓国の雅楽 

・ベトナムの雅楽 【本時 3/4】 

３ 「平調 越天楽」を鑑賞し魅力

を伝える紹介文を作成する。① 

・ 

本題材では、雅楽に対して興

味・関心をもち、雅楽の音楽の

特徴を理解し、雅楽独特の音色

や響きからそのよさを味わう

ことをねらいとする。そのため

に、以下の３つの手だてを行

う。 

・雅楽に対して興味・関心をも

つことができるように、雅楽

で演奏する「君が代」を聴き、

感じとったことを交流し、雅

楽について考える場を設定

する。 

・雅楽の音楽の特徴を理解する

ことができるように、「平調 

越天楽」を部分鑑賞する場を

設定する。その際、楽器の加

わり方等に着目することが

できるように楽譜を提示す

る。また、響きに着目するこ

とができるように、諸外国の

雅楽と比較鑑賞する活動を

設定する。 

・雅楽独特の音色や響きからそ

のよさを味わうことができ

るように、雅楽の魅力を伝え

る紹介文を作成する活動を

設定する。 

この曲は、雅楽（管絃）でそれぞれ
の楽器の厳かな音色に、呼吸を合わ
せる間がある演奏が特徴で日本を感
じることができる。また、ゆっくり
とした速度で心を落ち着かせ歴史を
感じる魅力ある。 

 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  音楽室 

 (３) 主 眼  それぞれの雅楽の比較鑑賞から日本の雅楽の音楽の特徴や雰囲気を感じ取り、文化的背

景と合わせてその魅力を実感することができるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 
形
態 

配
時 

で
あ

う 

１ 前時の学習を振り返り、他国の雅楽を聴き、
本時の学習課題を設定する。 

⑴前時の学習内容を振り返る。 
・雅楽に使われる楽器の音色、音の重なり方 
・速度、拍節感、間 

 
⑵本時のめあてを設定する。 

〇雅楽の特徴について想起すること
ができるように、前時学習を振り
返る場を設定する。 

〇本時の学習に興味をもつことがで
きるように、３か国の雅楽の一部

を聴き、日本の雅楽を選び、めあ
てを設定する場を仕組む。 
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２ 日本以外の雅楽について知り、比較鑑賞し、
相違点や共通点について考える。 

⑴他の国の雅楽について考える。 
・韓国の雅楽(国楽) 
・ベトナムの雅楽(ニャーニャック) 
⑵日本の雅楽と比較鑑賞し、それぞれの雰囲気や
音楽の特徴について考える。 

 日本 韓国 ベトナム 

雰囲気 静かで神秘

的で荘厳な

雰囲気 

滑らかで語

りかけるよ

うな雰囲気 

明るく華や

かな雰囲気 

音楽の

特徴 

・合奏(管楽器、弦楽器、打楽器) 

・速度が遅

い、間が

ある 

・楽器がず

れて入っ

てきてい

る 

・速度が中

ぐらい 

・動きのあ

る旋律 

・速度が速

い、リズ

ミカル 

・打楽器が

賑やかに

鳴ってい

る 

３ 雅楽の魅力について考える。 
⑴雅楽が受け継がれてきた背景と結びつけて、そ
の魅力について考える。 

⑵考えたことを交流する。 
 
 
 
 

〇日本以外の雅楽に興味をもつこと
ができるように、韓国とベトナム
の雅楽について簡単に説明をす
る。 

 
〇響きに着目することができるよう
に、他の国の雅楽と比較鑑賞する
活動を設定する。その際、比較す

る国を選び、タブレットを用い、
何度も視聴できるようにする。 

【ICT の活用】 
〇日本の雅楽の魅力を文化的背景と
合わせて実感することができるよ
うに、文化的背景と合わせて日本
の雅楽の魅力について考える活動
を設定する。 

〇考えを深めることができるよう
に、交流する場を設定する。 

◇比較鑑賞から日本の雅楽の音楽の
特徴や雰囲気を感じ取り、その魅
力を文化的背景と合わせて自分な
りに考えることができる。（ワーク
シート） 
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４ 本時の学びを振り返る。 〇本時の学習で学んだことや次に生
かしたいことなど意識することが
できるように、次時の予告をし、
視点をもって振り返る活動を設定
する。      【ICT の活用】 

個 ５ 

 

それぞれの雅楽の曲想や音楽の特徴を考える場面において、動画を視聴し、比較鑑賞する。 

他の国の雅楽と比べて聴くと、楽器が違った
り、醸し出す雰囲気が違ったりしていて、そ
れぞれの国独自に発展してきたことが感じら
れた。日本の雅楽が世界最古の伝統音楽と知
り、これからも大切にしていきたいと思った。 

1300 年以上途切れることなく続く日本の雅楽の魅力について考えよう。 

日本の雅楽が、途切れることなく１３００年以上受け継がれてきているのは、王朝が
続いてきたことに関係があり、ゆっくりとした速度や間の取り方、楽器の音色や重な
り方が和の雰囲気や歴史を感じることができるのが魅力である。 



第１学年 外国語科学習指導案 

 

１ 単元名「Unit6 Cheer Up, Tina (光村図書 Here We Go! ENGLISH COURSE 1)」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材       (３) 活動の流れ（10 時間）     (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

  

㋐[知識]三人称単数を主語とする一般動詞の肯定文・疑問文・否定文の特徴やきまりを理解することが

できる。 

 [技能]中学校での友達の様子について、三人称単数を主語とする一般動詞を用いて書く技能を身に付

けている。 

㋑中学校での友達の様子を小学校の英語の先生に紹介するために、伝えたい内容を整理し、簡単な語句

や文を用いてまとまりのある文章を書くことができる。 

㋒中学校での友達の様子を小学校の英語の先生に紹介するために、伝えたい内容を整理し、簡単な語句

や文を用いてまとまりのある文章を書こうとしている。 

 

 本単元は、留学生の Tina の

家族がアメリカにいる祖父母

とビデオ電話をする場面であ

る。しかし、ティナが体調不良

で会話に参加できないため、弟

の Nick が姉の様子を祖父母に

伝える内容になっている。 

 また、本単元の新出言語材料

は、三人称単数を主語とする一

般動詞の現在形の文である。生

徒はこれまで、自分と相手の１

対１の状況での対話を学習し

ており、本単元を学習すること

で第三者の行動や習慣を表現

できるようになり、他者理解の

第一歩になる。そこで、「小学

校の英語の先生に中学校での

友達の様子を紹介するスライ

ド集を送る」という単元のゴー

ルを設定する。生徒はこの活動

を通して、第三者である友達の

中学生になってからの行動や

習慣、そのことに対する自分の

気持ちなどを整理し、簡単な語

句や文を用いて、紹介文の構成

を考えながらまとまりのある

文章を書く力をつけることが

できるので大変意義がある。 

１ 単元の学習課題を設定する。① 

⑴ 小学校の英語の先生からメッセ

ージをもらい、単元の目標を設

定する。 

  ・中学校での友達の様子を英語

で紹介してほしい。 

２ 友達の中学校での様子を紹介す

るために必要な言語材料や表現

を学習する⑥ 

⑴ 新出言語材料を学習する。 

   ・She plays table tennis. 

   ・Does she practice every day? 

   ・She doesn’t like studying. 

⑵ 教科書本文を読み、リテリング

をする。    

３ 小学校の英語の先生に中学校で

の友達の様子を紹介するスライ

ド集を作成する。③ 

⑴ 中学校での友達の様子を伝える

文章を考える。 

⑵ 読み手を意識した紹介文になる

よう付加修正する。 

【本時９/１０】 

    

 

 

 

 

⑶ 単元の振り返りを行う。 

 本単元では、小学校の英語の

先生に中学校で友達の様子を

紹介するために、伝えたい内容

を整理し、簡単な語句や文を用

いてまとまりのある文章を書

くことができるようにするこ

とをねらいとしている。そのた

めに、次の３つの手だてを行

う。 

・主体的に学習に取り組むこと

ができるようにするために、

目的・場面・状況を明確にし

た単元ゴールを設定し、生徒

と共有する場を設定する。 

 

・文脈の中で新出言語材料の用

法を理解することができるよ

うにするために、一人称二人

称複数を主語とする一般動詞

の文と三人称単数を主語とす

る一般動詞の文を比較する場

を設定する。 

 

・読み手を意識した紹介文を書

くことができるようにするた

めに、タブレット上で文章を

並べ替え、ペアで交流し、文

章の内容や構成を見直す場を

設定する。 

 

Yuri is my friend. She’s positive. 

She plays table tennis. She 

practices every day. She doesn’t 

like studying, but she studies 

hard. I respect her. 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  １年 教室 

 (３) 主 眼  中学校での友達の様子がより伝わるように、伝えたい内容を整理し、簡単な語句や文を

用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 本時の学習の方向性を確認する。 

⑴子ども向け単元計画を確認する。 

⑵前時の復習をする。 

・友達の情報をたくさん伝えられたが、内容にま

とまりがない 

⑶めあてを設定する。 

 

〇本時の課題を設定することができ

るように、前時で見つかった課題

を共有する場を設定する。 

学
級
集
団 

ペ
ア 

10 

 

 

つ

く

る 

・

ふ

か

め
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２ 中学校での友達の様子を伝える紹介文の付加

修正を行う。 

⑴モデル文を比較し、友達の様子がより伝わる紹

介文のまとめ方を考える。 

・一番伝えたいこと→具体的な情報→自分の気持

ちやまとめの一言 

⑵友達の様子を伝える紹介文の付加修正を行う。 

 

 

 

 

 

⑶再度ペアで紹介文を読み合い、良かった点を伝

えたり、アドバイスをしたりする。 

・友達の様子が伝わりやすい文章構成になってい

るか 

⑷アドバイスをもとに、付加修正をする。 

 

３ 本時のまとめを行う。 

 

 

 

 

〇まとまりのある文章の構成に気づ

くことができるように、複数のモ

デル文を読み、比較する場を設定

する。 

〇個に応じて参考にすることができ

るように、学習支援ツールを活用

するよう促す。【ICT の活用】 

〇試行錯誤しながら付加修正ができ

るように、タブレット上で英文を

操作する場を設定する。【ICT の活

用】 

〇他者参照できるように、発表ノー

トをライブ提出箱に提出する場を

設定する。【ICT の活用】 

◇伝えたい内容を整理し、まとまり

のある英文を書くことができる。

（発表ノート） 
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４ 本時の振り返りをする。 

⑴デジタル掲示板に振り返りを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

⑵全体で振り返りを共有する。 

 

〇生徒が自己の学びを自覚すること

ができるように、３つの視点で振

り返りを書く場を設定する。 

〇学級全体で学びの共有ができるよ

うに、振り返りを相互閲覧できる

ようにする。【ICT の活用】 

個 

学
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紹介文の付加修正を行う場面において、読み手を意識した紹介文にするにはどうすればよいか何度も試

すことができるように、タブレット上で英文を操作する。 

小学校の  先生に友達の様子が伝わるように紹介文をよりよくしよう。 

友達の様子がより伝わる紹介文にするには、一番伝えたいこと→具体的な情報→

自分の気持ちのようにまとまりのある文章構成にするとよい。 

前回はただ情報を一気に伝えるだけになって

いたけど、今日はまとまりのある紹介文にする

ことができた。モデル文を読んだり、友達と交

流したりすることで、文章を並べ替えたり書き

加えたりできた。今後も文章の流れやまとまり

を意識して英文を書いていきたい。 

She likes sports. She plays 

tennis. She doesn’t play 

soccer. She practices every 

day. She doesn’t like 

studying. She likes math. She 

studies hard every day. 

This is my friend, Yuri. She is 

active. She is in the tennis club. 

She practices every day. She 

doesn’t like studying, but she 

studies hard every day. I respect 

her effort. 



第１学年 数学科学習指導案 

 

１ 単元名「比例と反比例」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材      (３) 活動の流れ（１４時間）    (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

㋐比例と反比例の意味や特徴を理解するとともに、比例定数や変化の関係をとらえて、式や表、グラフを

用いて数量の関係を正しく表すことができる。 

㋑比例や反比例の関係を、既習の知識と関連づけて考察し、式や表、グラフで適切に表現できる。また、

身近な問題場面に比例・反比例を活用して解決することができる。 

㋒比例や反比例を活用するよさを実感し、粘り強く取り組む姿勢を養うとともに、学習を日常生活や社

会の事象に生かそうとすることができる。 

 

中学校の数学では、これまで

に学んできた数や計算の考え

方をさらに発展させ、負の数や

文字式など、新たな概念を取り

入れながら数量の扱い方を広

げている。これにより、論理的

に考え、筋道立てて問題を解決

する力を伸ばしていくことを

目指している。 

 本単元では、比例と反比例に

着目し、2 つの数量の関係を式

や表、グラフで表すことで、変

化の様子を的確に捉える力を

育てる。比例・反比例の意味や

特徴を理解し、身近な問題場面

に適用して数量関係を数学的

に考える力を養うことを目指

す。 

 この学習を通じて、関数的な

見方・考え方の基礎が育まれ、

今後学習する一次関数や２乗

に比例する関数への理解にも

つながる。また、実生活と数学

とのつながりを実感できる点

でも、本単元の意義は大きく、

学習への意欲や探究心を高め、

自ら学ぶ姿勢を育む契機とな

る。 

１ ともなって変わる２つの数量か

ら、関数の意味を理解する。① 

 

２ 比例と反比例を考える。 

(1)比例について考える。② 

 ・比例の意味と式の表し方 

 ・比例の表と負の数への拡張 

(2)比例のグラフを考える。④ 

 ・座標平面と座標の表し方 

 ・グラフの性質とかき方 

 ・グラフから式を求めること 

(3)反比例について考える。① 

 ・反比例の意味と式の表し方 

 ・反比例の表と負の数への拡張 

(4)反比例のグラフを考える② 

  ・グラフの性質とかき方 

 ・グラフから式を求めること 

 

３ 比例や反比例を利用して身近な 

問題場面を解決する。④ 

(1)比例を利用して考える。 

・面積と重さ 

・速さと距離（グラフの活用） 

(2)反比例を利用して考える。 

 ・視力とランドルト環の大きさ 

 【本時 12/14】 
(3)変域のある関数を考える。 

本単元においては、比例と反

比例の学習に課題意識を持ち、

既習の文字式や数量の変化の

捉え方と関連付けながら、比例

と反比例の考え方を構築し、活

用するよさを実感できること

をねらいとする。そのために、

以下の 3 つの手だてをとる。 

 

・身近な問題場面を、数量の関

係を式や表、グラフで表す活

動を通して、比例や反比例の

関係性を捉え、必要性や意味

を考える場を設定する。 

 

・比例と反比例の学習では、既

習の文字式や数量を関連付

けて、比例や反比例の特徴、

規則性などを考察・表現でき

る場を設定する。 

 

・数学の有用性や的確性など

のよさを実感することがで

きるように、比例や反比例の

関係を用いて、日常生活や社

会の事象を問題解決する場

を設定する。 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  １年 教室 

 (３) 主 眼  視力とランドルト環の大きさに反比例の関係があることに気づき、反比例の性質を利用 

してランドルト環の大きさに応じた視力を求めることができる。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 子ども向け単元計画で本時の学習を確認する。 

(1) ランドルト環の図を掲示し、視力を予想する。 

この図のランドルト環が５ｍ離れたところから見

えたら、視力はいくつといえるのだろうか。 

(2) 本時のめあてを設定する。 
 

○本時の課題に、関心を持つことが

できるように、ランドルト環を提

示し、視力を予想する場面を設定

する。  

学

級

集

団 
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つ
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・
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か
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２ 視力とランドルト環の大きさの関係を考える。  

(1) 見通しを立てる。 

①ランドルト環の幅の大きさ ②ランドルト環の隙間の大きさ 

③ランドルト環の内側の直径 ④ランドルト環の外側の直径 

・視力と①～④の長さを表やグラフを作成し、ど

のような性質があるかを考える。 

・式にできるかどうか考える。 

 

(2) ①～④の数値を表にまとめる。 

視力 0.1 0.3 0.5 1.0 

幅(mm) 15.0 5.0 3.0 1.5 

 

視力 0.1 0.3 0.5 1.0 

内側の直径(mm) 45.0 15.0 9.0 4.5 

 

視力 0.1 0.3 0.5 1.0 

外側の直径(mm) 75.0 25.0 15.0 7.5 

 

(3) 調べた数値から性質を見つける。 

・表より𝑥の値が𝑚倍すると、𝑦の値が 倍するの

で反比例である。 

・式の形が  になるので、反比例である。 

 

 

 

 

 

○視力にともなって変わる数量に気

づくことができるように、実際に

長さを測る場面を設定する。 

○①～④の𝑦の値を効率的に調べる

ために、班で分担する場を設定す

る。 

○一人一人が問題解決することがで

きるように、デジタルヒントカー

ドを配付する。 

〇誤差によって反比例か判断しづら

いことがないように、反比例とみ

なすことの必要性を伝える場を設

定する。 

◇式や表から反比例の性質に気付

き、ランドルト環を作成するため

に反比例の性質を活用できる。（学

習プリント、様相観察） 

 
〇計算の能率化を図るために、電卓
を用いてよいことを確認する。 

 
 
 
 
 

 

個 

 

小
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３ 本時の学習を振り返る。 

視力とランドルト環の大きさに反比例の性質が

あることを、式や表を使ってわかった。ランド

ルト環の大きさを変えずに視力を測る方法は、

距離を変えればよいのではないだろうか。 
 

○自己の学びを自覚することができ

るように、振り返る場を設定する。 

○考えを深めることができるよう

に、ランドルト環の大きさを変え

ずに視力を測る方法を考える場を

設定する。 

個 10 

 

 

問題解決の場面において、反比例の式・表・グラフのつくるときに、デジタルヒントカードを必要に
応じて活用する。 

視力とランドルト環の大きさにどのような関係があるかどうかを調べよう。 

視力とランドルト環の大きさには反比例の関係がある。視力を特定する場合は、幅や

外側の直径などを調べて、式をつくり、その値を代入すればよい。 

 

𝑦 =
𝑎

𝑥
 

1

𝑚
 

𝑦 =
1.5

𝑥
 

𝑦 =
7.5

𝑥
 

𝑦 =
4.5

𝑥
 



第１学年 理科学習指導案 

 

１ 単元名「音による現象」 

２ 活動の構成 

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材       (３) 活動の流れ（９時間）     (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

㋐音に関する事物・現象を日常生活や社会と関連付けながら、音の性質について基本的な概念や法則な

どを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な実験に関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけることができる。 

㋑音について、問題を見いだし見通しをもって実験など行い、音の性質の規則性や関係性を見いだして

表現しているなど、科学的に探究することができる。 

㋒音に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもって振り返ったりするなど、科学的に探究しよう

としている。 

 本単元は中学校学習指導要

領「理科」１学年第１分野(1)

「身近な物理現象」に位置付け

られており、身近な物理現象に

ついての観察・実験を通して、

日常生活と結びつけながら音

の性質に関する規則性や関係

性を見出して表現することが

ねらいである。 

本時の学習では、楽器の音階

の違いに着目し、振動数と音階

の関係性を中心に扱う。本学習

内容は、これまで音楽の学習に

おいて扱っており、身近な存在

である「楽器」を題材とする。

楽器の音階の違いについて波

形と関連付けて説明すること

で、身の回りの楽器に留まらず

音に関するすべてのものへの

理解を深めることができる。 

生徒はこれから音楽を楽し

むだけでなく、日常生活で聞く

音に関しても、それを構成して

いる音階の違いについての視

点を持つことで、理解を深める

ことは大変意義深いことであ

ると考える。 

１ 単元の見通しをもつ① 

・子ども向け単元計画を用いて単元

の見通しを持つ。 

・様々な楽器から、音の大小や高低

はどのようにして出ているか問い

を見出す。 

 

２ 音の性質を調べる⑥ 

(1)音の性質を調べる。 

・共鳴・真空 

(2)物質による音の伝わり方の違い

を調べる。 

(3)音の伝わる速さを調べる。 

・打ち上げ花火からの計算・山びこ 

(4)音の大きさを調べる。 

・弦のはじく強さを変えて調べる。 

(5)音の高さを調べる。 

・弦の張りや弦の長さや太さを変え

て調べる。 

(6)身の回りの音から音色を調べる。 

 

３ 楽器のしくみを調べる② 

(1)音の大小が変わる楽器について、

音の大小の違いを調べる。 

(2)音の高低が変わる楽器について、

音の高低の違いを調べる。 

 【本時 9/9】 

 本単元の指導にあたっては、

楽器の音階の違いを振動数と

関連付けることで、振動数との

関係に気づき、理解することを

ねらいとする。そのために、以

下の手だてを行う。 

 

・見通しをもって学習すること

ができるように、子ども向け

単元計画を用いて学習内容

と単元のゴールを確認する

場を設定する。 

 

・音の大きさや高さについて規

則性や関係性を見出せるよ

うに、タブレットを用いて、

音を波形に表すことで可視

化する場を設定する。 

 

・主体的に学習に取り組めるよ

うに、3 種類の楽器や学習形

態を自己選択し、音の大小や

高低と波形を関連付けて考

える場を設定する。 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  理科室 

 (３) 主 眼  さまざまな楽器の発音体について調べ、楽器の音の高さを振動数と関連付けて説明し、

規則性から楽器の音階を根拠をもとに予想することができるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 本時の学習の方向性を確認する。 

(1)子ども向け単元計画を確認する。 

(2)既習事項を復習する。 

・音の高さと波形の関係を確認する。 

(3)身近な楽器を提示し、分類する。 

   

２ めあてを設定する。 

 

 

 

〇課題解決への意欲が高まるように

音楽の時間などで演奏したことの

ある楽器を思い出す場を設定し、

楽器を分類し、本時のめあてにつ

なげる。 

〇本時のめあてに気づくように、音

の高さは振動数で決まることを確

認する。 

学

級

集
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３ 楽器が様々な音階の音を出すしくみを考え

る。 

(1)打楽器(グロッケン)、管楽器(スライドホイッ

スル)、弦楽器(琴)の３つの中から自分で説明す

る楽器を選び、仕組みを考える。 

・実際に楽器を演奏することにより考える。 

・学習形態・学習方法は各自で選択する。 

・音の高さをタブレットを使い、波形に表すこと

で振動数を調べる。 

 

 

 

 

 

４ 本時のまとめを行う。 

(1)扱ったことのない楽器の音階を予想する。 

(2)デジタルツールの記述から本時の学習内容を

まとめる。 

 

 

〇楽器が様々な音階の音を出す仕組

みを考えることができるように以

下のヒントカードを準備する。 

【ICT の活用】 

①音の高さは振動数によって決まる 

②それぞれの楽器の発音体は何か 

③高い音と低い音が出るときの発音

体はどのような状況か 

〇多様な視点からの思考をするよう

に、オンライン上に意見を集める。 

【ICT の活用】 

◇音階の違いと振動数を結び付けて

説明することができ、規則性から

根拠をもって音階を予想すること

ができる。(デジタルツール) 

〇根拠をもって予想できるように、

振動するものの大きさや長さと振

動数の関係を表にまとめる。 

個 
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５ 学習内容を振り返る。 

(1)ペアで学習内容の振り返りを行う。 

(2)デジタル掲示板 により振り返りを行う。 

 

 

 

 

〇新たな気づきや視点が付加される

ようにペアで振り返りを行う。 

〇本時の内容の理解が深まるよう

に、学習内容について振り返りを

行い、他者の異なる視点からの意

見に触れることができるようにす

る。【ICT の活用】 

ペ

ア 
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 ・音階と振動数の関係性を考える場面において、自分のタイミングでヒントが得られるように、オンラ

イン上でヒントカードを確認する。 

 ・楽器による音をタブレット上で波形にすることで、音の高さと振動数の関係を確認する。 

 (    )の音の高さを調べ、規則性を見つけよう。 

すべての楽器は振動するものの長さや大きさにより、振動数を変化させ、音の高さを

変えている。 

 グロッケンを実際に音を変えながら演奏し

てみることで、鍵盤が大きいほど低い音であ

ることに気づいた。これからほかの楽器を扱

うときに、他の楽器も大きいほど振動数が少

なく、低い音が出るのか確かめてみたい。 

高い音の波形 低い音の波形 



第２学年 保健体育科学習指導案 

 

１ 単元名 柔道    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材       (３) 活動の流れ（10 時間）     (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㋐技ができる楽しさや喜びを味わい、柔道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、そ

の運動に関連して高まる体力などを理解し、基本動作や基本となる技を用いて、簡易な攻防を展開で

きる。 

㋑攻防や技など、自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと

もに、自己の考えたことを他者に伝えることができる。 

㋒柔道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担し

た役割を果たそうとすること、一人ひとりの違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや、

健康・安全に気を配ることができる。 

 武道は、武技、武術などから

発生した我が国固有の文化で

あり、相手の動きに応じて、基

本動作や基本となる技を身に

付け、相手を攻撃したり相手の

技を防御したりすることによ

って、勝敗を競い合い互いに高

めあう楽しさや喜びを味わう

ことのできる運動である。 

また、武道に積極的に取り組

むことを通して、武道の伝統的

な考え方を理解し、相手を尊重

して練習や試合ができるよう

にすることを重視する対人的

な技能を基にした運動である。 

 武道の一つである柔道は、相

手と組み合い展開されるため、

相手の表情や息遣いなどを間

近に感じ、技の原理や体の使い

方を学ぶことができる。技術の

習得にとどまらず、安全に配慮

することや、礼儀作法を通じて

他者を大切にする心を育み、人

間性を豊かにすることができ

るという点で意義深い。 

１ 柔道の学習の見通しを持つ。①  

・柔道の特性や成り立ち 

・伝統的な考え方 

・柔道着の着方 

 

２ 基本動作、受け身、技を習得す 

る。⑦ 

（１）基本動作、受け身の習得 

 ・立礼・座礼 

・受け身（横・後ろ） 

（２）基本となる固め技と逃げ方を

習得する。 

 ・袈裟固め 

 ・横四方固め 

 ・相手の動きに応じた逃げ方 

・一本の条件 20 秒 

【本時６/１０】 

（３）固め技の攻防をする。 

 ・攻防の仕方 

・審判方法 

  

３ 簡易な試合を行う。② 

・試合の礼法 

・3 対 3 の団体戦 

 

本単元の指導にあたっては、

技を身に付け相手と攻防する

楽しさや喜びを味わい、基本動

作や基本となる技を用いて簡

易な攻防を展開することがで

きるようになることをねらい

とする。そのために、以下の３

つの手だてをとる。 

・柔道の特性や伝統的な考え方
を理解するとともに、単元の
見通しを持つことができる
よう子ども向け単元計画を
提示する。 

・基本的な技能を習得できるよ
うにするために、見取り稽古
や動きを撮影し、仲間と協議
する場を設定する。その際、
他者との比較のためのポイ
ントを明確に示す。 

・習得した技能をいかし、勝敗

を競う楽しさを味わうことが

できるようにするために、団

体戦による、簡易な試合を行

う場を設定する。その際、自

分たちでルールを変えるなど

自己決定できるようにする。 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  武道場 

 (３) 主 眼   固め技で一本を取るために班活動において、仲間の課題を伝えたり、自己の課題に応じ

た練習に取り組んだりすることができるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 準備運動を行い、本時の学習活動を確認する。

⑴準備運動を行う。 

⑵前時までの学習活動を振り返り本時のめあてを

確認する。 

・前時の課題 

・めあての設定 

 

 

・主運動につながるウォーミングアップ 

○本時の見通しを持つことができる

ように、前時の振り返りや技のポ

イントを提示する。 

〇本時の内容を把握するために子ど

も向け単元計画を活用する。 

学

級

集
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つ

く

る 

・

ふ

か

め

る 

２ 固め技の練習と実践に取り組む。 

⑴「上達タイム」「実戦タイム」「振り返りタイム」

を状況に応じて繰り返し行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「振り返りタイム」の後は班の状況に応じた「上

達タイム」か「実戦タイム」の選択。 

⑵自分の動画を比較し、自己評価する。 

⑶本時のまとめを行う。 

〇主体的に活動できるようにするた

めに「３つのタイム」について図

を使って説明する。 

〇より実戦に近い場面を想定するこ

とができるように他の班と試合形

式で実戦する場を設定する。 

○振り返りに活用する動画を撮影す

る場を設定する。【ICT の活用】 

〇全体の場で一本を取るための気づ

きを与えるために、状況に応じて

中間指導を行う。 

◇仲間の課題を伝え自己の課題に応

じた練習に取り組んでいる。（撮影

動画・様相監察） 

 

〇自他の動きを客観的に見て振り返

るために提出した動画を画面に提

示する。 

小

集

団 

 

学

級

集

団 

  

小

集

団 

30 

ふ

り

か

え

る 

３ 本時の振り返りを行う。 

⑴デジタル掲示板に振り返りを記入する。 

 

 

 

 

 

 

⑵全体で振り返りを共有する。  

⑶次回の見通しを持つ。 

○生徒が自己の学びを自覚すること

ができるように、振り返りの視点

を示す。 

○他者の考えを参考に学びを深める

ために、学級全体で振り返りを共

有する場を設定する。 

 

〇次時の見通しを持つことができる

ようにより実戦に近い形で攻防す

ることを伝える。 

 

小

集

団 
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 固め技の実戦タイムにおいて、自分の動画を撮影し、自己の動きを客観的に見て正しい動きを考える。 

固め技で一本を取るためのポイントにプラス１を見つけよう。 

つけよう。 

今日の学習で、友達と教えあうことで自分ので
きていない固め技のバランスの悪さを見直し
て一本を取ることができた。 
自分一人では抑えた時の形がわからない部分
があったが、アドバイスをもらうことでポイン
トをあらためて押さえて抑えることができた。 

上達 

タイム 

・固め技のポ

イント確認す

る 

・班で試しな

がら練習する 

実戦 

タイム 

・他の班と試合

形式で行う 

・動画撮影する 

振り返り 

タイム 

・実践タイムの

動画を見る 

・仲間の課題を

伝え、自己の課

題を把握する 

固め技で一本を取るためには、相手の動きに応じて自分も動いてバランスを取ると

逃げられない。 

 



第２学年２組 国語科学習指導案 

 

１ 単元名 書くこと「適切な根拠を選んで書こう ―意見文を書く―」 

２ 活動の構成 

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材       (３) 活動の流れ（６時間）     (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

㋐構成に合わせた意見、根拠、理由づけの配列の仕方や、自分の意見を裏付けるための適切な根拠の在

り方について理解することができる。 

㋑自分の考えを主張するために、正確で客観的な根拠を選んだり、意見と根拠を結びつける理由づけや

想定される反論とそれに対する意見を示したりしながら、構成を工夫して書くことができる。 

㋒社会的なテーマや身近な問題に対して課題を持ち、主体的に様々な情報を集め、自分の考えを事実と

意見を区別して表現することができる。 

 

 意見文は、自分の意見を読み

手に納得させるために、自分の

意見を単なる主観ではなく、客

観的な事実や自分の実体験な

どの根拠に基づいて組み立て

るものである。また、書くこと

を通して、社会や他者との関係

を考えるきっかけをつくるも

のである。 

 意見文を書くときに必要と

なるのが、構成の工夫である。

序論・本論・結論の構成を考え

ることで、文章全体に一貫性と

説得力が生まれる。さらに、社

会的なテーマや身近な問題に

対して関心を持ち、様々な情報

を集め、事実と意見とを区別し

て書くことは、社会に関心を持

ち自分の意見を明確に伝える

上で有効な学びである。 

 よって、本単元を学習するこ

とは、論理的に思考し、自分の

考えを根拠に基づいて表現す

る力を育むだけでなく、社会に

主体的に関わっていく態度を

養うという視点からも、大変意

義深いものだと考える。 

  

１ 課題を設定し、調査する。➀ 

・地域や社会で話題や問題になって

いることなどから課題を決め、情

報収集をし、根拠を調査する。 

 

２ 構成を作成する。③ 

⑴読み手にとって分かりやすい段落

の構成案を練る。 

・根拠と理由づけの整合性や反論の

位置などに着目して作成する。 

⑵班員の構成を見て、助言をするた

めの意見を作る。 

・論の順序や、根拠と理由づけの整

合性などを視点に助言を考える。 

⑶班員で互いの構成案を共有し、よ

り良い意見文になるために助言し

合う。 

・読み手を納得させるための根拠と

なる事実とその理由づけ、反論の

場所などを工夫する。 【本時 4/6】 

 

３ 意見文を書いて交流する。② 

⑴根拠の適切さ、「理由づけ」の説得

力の観点で推敲しながら書く。 

⑵意見文を級友と読み合い、納得で

きた点や疑問点、改善点などを伝

え合う。 

 

 本単元の指導にあたっては、

論理的に思考し自分の考えを

根拠に基づいて相手に伝える

力を育むことと、意見文を書く

ことや聞くことを通して社会

に主体的に関わっていく態度

を養うことをねらいとする。そ

のために、以下の３つの手立て

を行う。 

・説得力のある意見文を書く

ために、根拠となる事実とそ

の事実と意見がつながるよ

うな「理由づけ」を考える場

を設定する。 

・より説得力のある意見文を

書くために、デジタルツール

を使って、個々の構成を班員

で共有しながらグループ活

動を行い、互いに助言する場

を設定する。 

・社会に主体的に関わってい

く態度を育むために、社会的

なテーマや身近な問題、また

自分が気になっていること

を意見文として書くことや、

他者の意見を聞く場を設定

する。 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  ２年 教室 

 (３) 主 眼  自分の意見、根拠、理由付け、想定される反論とそれに対する意見などの要素について、

他者との交流を通して内容や文の順序を見直し、再構成することができるようにする。 

 (４)ICT の活用 

説得力のある意見文にするために、構成を工夫する場面において、班員の構成を相互に見合い、助言

することができるように、デジタルツールを活用する。 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 本時の方向性をつかむ。 

⑴子ども向け単元計画で本時の内容を確認する。 

・子ども向け単元計画で前時の復習をする。 

⑵本時のめあてを設定する。 

 

 

 

 

○本時の見通しを持つことができる

ように、子ども向け単元計画で学

習の流れを伝える。 

○生徒のゴール像を明確にすること

ができるように、良い例と悪い例

を提示する。 

 

 

学

級

集
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つ

く

る 

・

ふ

か

め

る 

２ 班員に対して助言を行い、構成を推敲する。 

⑴班員へ構成の助言を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵根拠となる事実と「理由づけ」に整合性がとれ

ているか推敲する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 意見を取り入れて、自分の構成を修正する。 

⑴班員の助言を受けて、自分の納得できる構成を

確定する。 

⑵意見文を書き始める。 

 

○班員の構成案が一斉に把握でき、

効率的に構成案を訂正できるよう

に、班員の構成案をデジタルツー

ル上で共有する場を設定する。

【ICT の活用】 

 

◇段落相互の関係などを明確にし、

文章の構成や展開を工夫すること

ができる。（様相観察・デジタルツ

ール） 

 

○より良い意見文にするために、根

拠となる事実と「理由づけ」に整合

性がとれているか推敲する場を設

定する。 

 

 

 

 

 

○構成をうまく変えられない生徒へ

助言を行うために、意思表示カー

ドを活用しながら机間指導を行

う。 

 

 

 

 

 

小

集

団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

り

か

え

る 

４ 本時の振り返りをする。 

⑴デジタル掲示板に振り返りを入力する。 

 

 

 

 

 

 

⑵全体で振り返りを共有する。 

 

○自己の学びを自覚することができ

るために、３つの視点で振り返り

を書く場を設定する。 

 

 

○他者の考えから学びを深めるため

に全体で振り返りを共有する場を

設定する。 

個    

 

 

学
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説得力のある意見文を書くために、構成を班員で助言し合って再構成しよう。 

例)説得力のある意見文を書くためには、構成や根拠と理由づけの整合性が大切である。 

説得力のある意見文を書くためには、反論

の位置などの構成を工夫することや、根拠と

理由づけとの間に整合性があることが大切だ

と分かった。次時で説得力のある意見文を書

き上げたい。 

【A 案】 【B 案】 

・反論は、A 案と B 案どちらの構成がよいだろうか。 

・意見を支える根拠や理由付けになっているか。 

・根拠・理由付け①と②の順序はこのままでよいか。 

意 

見 

根
・
理
① 

根
・
理
② 

反
論 

意 

見 

意 

見 

根
・
理
① 

反
論 

根
・
理
② 

意 
見 

・根拠の示し方によって、読む人の印象も変わる。 

・ポジティブ、ネガティブ、それぞれの側面から検討してみる。 

Ａ
若
者
が
投
票
に 

行
か
な
い
理
由 

・
関
心
が
な
い 

・
面
倒 

理
由
付
け 

投
票
の
意
義
を 

学
べ
る
か
ら 

Ｂ
若
者
が
投
票
に 

行
く
理
由 

・
政
治
へ
の
関
心 

・ 理
由
付
け 

投
票
の
意
義
を 

学
べ
る
か
ら 



第２学年 外国語科学習指導案 

 

１ 単元名「Program5 Work Experience (開隆堂 SUNSHINE ENGLISH COURSE２)」  

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材       (３) 活動の流れ（１１時間）    (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月７日(金) ５校時 

 

㋐[知識]〈疑問詞＋不定詞〉〈look＋形容詞〉〈動詞＋人＋もの〉の特徴やきまりを理解することができる。 
 [技能]職場体験について、経験したことや学んだことなどを〈疑問詞＋不定詞〉〈look＋形容詞〉〈動

詞＋人＋もの〉などを用いて即興で伝え合う技能を身に付けている。 
㋑ALT に職場体験について伝えるために、自分が経験したことや学んだことを簡単な語句や文を用いて即

興で伝え合うことができる。 
㋒ALT に職場体験について伝えるために、自分が経験したことや学んだことを簡単な語句や文を用いて即

興で伝え合おうとしている。 
 

 本単元の教科書題材では、中

学生が職場体験での出来事や

学んだことを互いに伝え合う

内容が取り上げられている。生

徒に身近な学校行事を話題と

して、自分の体験したことや考

えを伝え合うことができる題

材である。そこで、単元のゴー

ルとして、職場体験を控えてい

る子どもをもつ ALT の依頼に

答え、職場体験で経験したこと

や学んだことをやりとりしな

がら伝える活動を設定する。ま

た、新出言語材料として〈疑問

詞＋不定詞〉〈 look＋形容詞〉

〈動詞＋人＋もの〉の文型を学

ぶ。「～の仕方」や人やものの

様子、「人に～を・・・する」

といった表現を活用すること

で、職場体験で経験したことや

出会った人との関わりをより

具体的に表現できるようにな

る。ALT の質問に答えたり、

反応したりしながら、自分の体

験や考えを伝え合うことがで

きるようになることは、対話を

継続・発展させるやりとりの力

を育むことにつながり、大変意

義がある。 

１ 単元の学習課題を設定する。① 
・ALT からの依頼 

職場体験を控える子どもにアドバ
イスをしたいので、日本の職場体
験の様子が知りたい。 

・試しのやりとり 
・子ども向け単元計画の確認 
２ 職場体験についてやりとりを行

うために必要な言語材料や表現を
学ぶ。⑧ 

(1)新出言語材料を学ぶ。 
・I learned how to speak to 

elderly people.  
・The man looked very happy.  
・He gave me a big smile. 
・AI を活用したリーディング 
(2)教科書のモデル文を参考に、友達

とやりとりを行う。 
(3)練習内容や形態を自己選択し、 

やりとりの練習を行う。 
 ・やりとりを継続するコツ 
 ・言語面、表現面の改善 

    【本時 9/11】 
３ 職場体験で経験したことや学ん

だことについて、ALT とやり取り
をする。② 

(1)ALT と１対１でやりとりをする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)単元の振り返りを行う。 

 本単元では、ALT に職場体

験での経験や学んだことを 

簡単な語句や文を用いて即興

で伝え合うことができるよう

にすることをねらいとしてい

る。そのために、以下の３つの

手だてを行う。 

 

・主体的に活動に取り組めるよ

うに、目的・場面・状況を明

確にした単元ゴールを設定

し、生徒と共有をする場を設

定する。 

 

・職場体験について自身の経験

を振り返り、積極的に英語で

話す練習に取り組むことがで

きるように、学習方法や形態

を自己で選択する場を設定す

る。 

 

・職場体験で経験したことや学 

んだ事をやりとりするため

に、ALT と１対１で、質問し

たり、反応したりする場を設

定する。 

A: Where did you work? 
B: I worked at a nursery school.  
A: Nursery school? What did you do? 
B: I took the children for a walk. 

It was fun. 
A: Cool. Sounds good. What did you learn? 
B: I learned how to talk with children. 
A: I see. Do you want to work there in the 

future? 
B: Yes, I do. I love them. What do you think? 

   



３ 本時 
  (１) 日 時  令和７年１１月 

(２) 場 所  ２年 教室 
 (３) 主 眼  職場体験での出来事や学んだことについて、簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うこ

とができるようにする。 
 (４)ICT の活用 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 
形
態 

配
時 

で
あ
う 

１ 本時の学習の方向性を確認する。 
(1)前時までの学習内容を使ってやりとりを行う。 
(2)現状を把握し、課題を確認する。 
 ・一問一答のようになっていて、自然な流れの

あるやりとりになっていない。 
(3)めあてをたてる。 

 
〇本時の見通しをもつことができる

ように、やりとりについての今の
自分の課題を意識する場を設定す
る。 

 

学
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つ
く
る 
・
ふ
か
め
る 

２ 自然なやりとりについて、モデル動画を見る。 
 
 
 
 
 
 
３ 自己の課題を確認し、重点的に取り組む練習 

内容を決める。 
 〈改善の余地ありポイント〉 
 ①相手に反応する力（リアクション力） 

・Really? 
・Sounds good 

 ②相手の発言を繰り返す力（リピート力） 
  A: Where did you work? 
   B: I worked at sushi restaurant. 
   A: Sushi restaurant? 
 ③会話を広げる力（リターン力） 
 ・What do you think?  
  ・How about you? 
  ・Do you like ○○? 
 
４ 練習形態を選択して繰り返し練習する。 

A ペアで練習（ペアで内容確認、練習） 
B 先生と練習（先生のサポート付きで練習） 
C 町のゲスト ALT と練習（本番を想定し練習） 

  
 
５ 本時のまとめを行う。 
 
 
 
 

○自然なやりとりに必要な工夫点を
理解することができるように、３
年生と ALT のモデル動画を視聴す
る場を設定する。 

 
〇自分の課題と向き合えるように、

練習内容や形態を自己選択・自己
決定する場を設定する。 

 
〇目的に合わせて自由に移動しなが

ら活動できるように、形態ごとに
異なる３つの練習場所を設定す
る。 

 
〇やりとりの内容を深めたり、発話

量を増やしたりできるように、次
の支援を行う。 

①ヒントシート（表現集）やモデル
動画を配布する。  【ICT の活用】 

②生徒の疑問や共通する間違い、良
い表現について、適宜、全体共有
するための中間指導の場を設定す
る。 

 
〇本時での成長点や改善点を見返す

ことができるように、C（ALT との
会話）では動画を撮影する。 

【ICT の活用】 
 
◇職場体験での出来事や学んだこと

について、簡単な語句や文を用いて
即興で伝え合っている。（撮影動画） 
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６ 本時の振り返りをする。 
(1)デジタル掲示板に振り返りを記入する。 
 
 
 
 
 
(2)振り返りを共有する。 

〇自己の学びを自覚することができ
るように、３つの視点で振り返り
を書く場を設ける。 

 
〇学級全体で学びの共有ができるよ

うに、振り返りの記述を他者参照
する場を設定する。【ICT の活用】 

個 
 

学
級
集
団 

５ 

 

・やりとりの内容を深めたり、発話量を増やしたりするために、配信されたモデル動画やヒントシー
トを活用する。 

・自然なやりとりに近づいたか振り返るために、端末で自分の姿を撮影し可視化する。 

職場体験での出来事や学んだことついて、自然なやりとりをしよう。 

自然なやりとりを目指して（例 相手の発言に大きく反応することができた。） 

やり取りを重ねるごとに、自然と表現が出て
きて、すらすらいう事が出来た。 
３R の表現を意識して、次回の本番は時間い
っぱい ALT と話したい。 

A: Where did you work? 
B: I worked at a nursery school.  
A: Nursery school? What did you do? 
B: I took the children for a walk. It was fun. 
A: Cool. Sounds good. What did you learn? 
B: I learned how to communicate with children.  
A: I see. Do you want to work there in the future? 
B: Yes, I do. I love them. What do you think? ….. 



第３学年  理科学習指導案 

 

１ 単元名「酸・アルカリと塩」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材      (３) 活動の流れ（12 時間）    (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

３ 本時 

本学級の生徒はこれまでに、中学校第１学年の「身の回りの物質」では、水溶液は溶けた物質が粒子

となって水中に存在していることを学習し、第２学年の「化学変化と原子・分子」では、物質は原子・

分子からできていることや化学変化では原子の組み合わせが変わることを学習している。 

アンケートの中の「理科の授業で何を調べるかはっきりわかって観察・実験を行っている」という質

問に対し「当てはまる」と答えた生徒は全体の 4 割程度であった。そこで、単元の導入で単元のゴール

までの見通しを提示することや、課題を解決するための仮説を立てる場を設定し、何をすれば調べられ

るかという「方法」と、どうなるはずだという「結果の見通し」を持ち根拠に基づいて考えることが求

められる。 

 

㋐化学変化をイオンのモデルと関連付けながら、酸・アルカリの性質や中和の反応について理解すると

ともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につけることができる。 

㋑化学変化について、見通しをもって観察、実験を行い、イオンと関連付けてその結果をその結果を分

析して解析し、化学変化における規則性や関係性を見いだすことができる。 

㋒化学変化が日常生活や社会の中でみられることに気づき、物質や化学変化に対する興味・関心を高め

るとともに、これまで学んだことと関連付けながら身の回りの物質や事象を捉えることができる。 

 本単元は、中学校学習指導要

領「理科」第３学年第１分野⑹

「化学変化とイオン」に位置付

けられている。この単元では、

化学変化についての観察・実験

などを通して、結果を分析して

解釈し、化学変化における規則

性や関係性を見いだして表現

することや、イオンのモデルと

関連付けて微視的に捉え、観

察・実験などに関する技能を身

につけさせるとともに、思考

力、判断力、表現力等を育成す

ることが主なねらいである。 

 本単元で扱う事象は理科室

の中だけで起こっているもの

ではなく、酸性河川の中和や食

品加工の応用、土壌の改良など

日常生活や社会の中で多く利

用されている。生徒が持ってい

る酸・アルカリのイメージを大

切にしながら日常生活で用い

られているものと関連付け、微

視的な見方や考え方でとらえ

ることは、科学的概念を確実に

習得する上でも最適であり、学

習する意義は大きい。 

  

１ 単元の見通しを持つ① 

・子ども向け単元計画を用いて見通

しを持つ。 

・実験操作の確認を行う。 

 

２ 酸性・アルカリ性の性質⑩ 

⑴酸性・アルカリ性の水溶液の性質

を調べる 

・リトマス紙 ・BTB 溶液 

⑵酸性・アルカリ性の正体を調べる。 

・H⁺ ・OH⁻ 

⑶酸性・アルカリ性の強さの表し方

を考える 

・ｐH ・濃度 

⑷酸・アルカリの水溶液を混ぜたと

きの変化を調べる 

⑸中和反応をイオンで説明する。 

⑹さまざまな中和反応を調べる。 

・硫酸×水酸化バリウム水溶液 

⑺中和と酸アルカリの水溶液の濃度

と体積の関係を調べる。 

３ ５種類の酸性アルカリ性の水溶

液を特定する① 

⑴液性や中和反応をもとに５種類の 

液体を特定する。 

【本時 12/12】 

 本単元の指導にあたっては、 

５種類の液体を特定するため

に、粒子モデルや仮説の検証実

験を行いながら規則性を見い

だし、科学的根拠に基づいて説

明できるようにすることをね

らいとする。そのために、以下

の手立てを行う。 

 

・見通しをもって学習するこ 

とができるように、子ども向

け単元計画を用いて今後の

学習内容と単元のゴールを

確認する場を設定する。 

 

・微視的な視点で酸性アルカ 

 リ性の水溶液の中和反応を

捉えることができるように、

粒子モデルや化学式、化学反

応式を用いて考える場を設

定する。 

 

・課題の解決に向けて、さま 

ざまな視点を取り入れるこ

とができるように、ICT を活

用し、活動の様子を共有する

場を設定する。 



(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  理科室 

 (３) 主 眼  ５種類の液体を特定するために、粒子モデルを用いたり、結果の分析を行ったりしな 

がら、中和反応における規則性を見いだすことができるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 学習課題を設定する。 

⑴子ども向け単元計画を確認する。 

⑵見た目が同じ酸性アルカリ性の５種類の液体を

提示し、液体を特定する手段を考える。 

⑶本時のめあてを設定する。 

 

 

〇課題意識を持つことができるよう

に、単元計画を提示し、課題意識

を持てるようにする。 

 

学

級

集

団 

5 

 

 

つ

く

る 

・

ふ

か

め

る 

２ 仮説を立てる。 

⑴５種類の液体の性質を考える。 

 

 

 

 

 

・酸性、アルカリ性の確認方法 

・中和による塩の性質 

・中和反応により中性になるときの量的関係 

 

３ 仮説に基づいて実験を行う。 

⑴ 酸性、アルカリ性に分ける。 

・リトマス紙、BTB 液、pH 試験紙 

⑵ 酸性、アルカリ性の液体をそれぞれ中和し、 

A～E の液体を特定する。 

・塩の性質、中性になるときの量的関係 

⑶ 結果を共有する。 

 

４ 本時のまとめを行う 

 

 

 

 

 

〇個人の進捗度に合わせて活動する

ことができるように、これまでの

学習のログや、ヒントカードを閲

覧できる場を設定する。 

【ICT の活用】 

〇グループの見通しをもつことがで

きるように、仮説を共有する場を

設定する。 

〇現象を可視化するために、粒子モ

デルを準備する。 

〇主体的に課題に取り組むことがで

きるように、課題を自己選択でき

る場を設定する。 

【ICT の活用】 

◇仮説を立て実験を行い、酸性・ア

ルカリ性や中和反応の規則性から

５種類の液体を特定することがで

きる。 

(実験レポート) 
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５ 本時の学習内容を振り返る 

⑴デジタル掲示板に振り返りを記入する。 

見た目が同じ５種類の液体であっても、中和反

応を、粒子モデルを用いて考えると、すべての液

体を特定することができることが分かった。今後、

実験を行う前に粒子モデルを使いあらかじめ仮説

を立ててから実験をしたい。 

⑵振り返りを共有する。 

⑶新たな課題を提示する。 

 

〇自分とは異なる視点や考えに触れ

ることができるように、振り返り

を共有する場を設定する。 

【ICT の活用】 

〇考えを深めることができるよう

に、新たな水溶液を提示し考える

場を設定する。 

ペ

ア 

 

個 

10 

 

 仮説を立てたり考察したりする場において、デジタルボードを活用する。 

粒子モデルを用いて仮説を立て実験を行い、5 種類の液体を特定しよう 

A 塩酸(HCl)  B 硫酸(H₂SO₄) 

C 水酸化ナトリウム水溶液(NaOH) 

D 水酸化バリウム水溶液(Ba(OH)₂) 

E ２倍の濃度の塩酸(HCl) 

A~E の液体に BTB 液を入れると A、B、E が黄色、C、D が青色に変化した。 

⇒A、B、E 酸性  C、D アルカリ性 

B と D を混ぜると白い沈殿がみられた。 ⇒ B は硫酸 D は水酸化バリウム水溶液 

A 塩酸  C 水酸化ナトリウム水溶液  E ２倍の濃度の塩酸 



第３学年 数学科学習指導案 

 

１ 単元名「相似な図形」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

(２) 取り上げる教材      (３) 活動の流れ（２０時間）    (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

㋐平面図形や基本的な立体図形の相似の意味を理解し、相似な図形の性質や三角形と線分の比の定理な

どを用いて図形の計量ができる。 

㋑三角形の相似条件などを基にして、図形の基本的な性質を論理的に確かめたり、相似な図形の性質を

具体的な場面で活用したりすることができる。 

㋒相似な図形の問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたり、図形の相似について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとしたりしている。 

 相似の概念は、古代から現代
まで日常生活に活かされてい
る場面が多い。例えば、直接測
ることができない２点間の距
離の測量、コピー機による拡大
縮小、ミニチュアの模型作り、
建築物の設計図などである。 
 本単元は、相似な図形の性質
を調べ、その性質を活用して他
の図形の性質を見いだしたり、
身の回りの事象について考察
したりする単元である。三角形
の相似条件を証明の根拠とし
て新たに学び、平面図形の性質
をより深く学習することを通
して、演繹的な論証の考え方や
表現力を一層高める上で意義
のある単元である。また、相似
の性質を利用して現実場面の
事象を考察することで、数学の
有用性を実感することができ
る単元ともいえる。 
 中学校の第１学年では、対称
性に着目して作図方法を考察
し、平面図形についての理解を
深め、直観的な見方や考え方を
養うとともに論理的な考察の
基礎を培ってきている。また、
第２学年では、基本的な平面図
形の性質について、三角形の合
同条件を用いて論理的に確か
め、推論の意義と方法を理解し
ている。本活動は、今後学習す
る三平方の定理や高等学校で
も学習する三角比などにもつ
ながっていく。 

１ 単元の学習課題を設定する。① 
・簡易パンタグラフの仕組み 
２ 相似な図形、平行線と線分比に
ついて考える。⑯ 

⑴図形を拡大縮小することの意味と
性質について調べる。 

⑵相似な三角形を様々な方法で作図
する。 

⑶２つの三角形が相似になる条件を
調べ、図形の性質を証明する。 

⑷相似の考えを活用して、縮図を利
用して問題を解決する。 

⑸ノートの罫線の横幅を 3 等分にす
る方法を考える。 

・三角形と線分の比（定理） 
⑹平行線の中にある線分の長さにつ
いて考える。 

・平行線と線分の比（定理） 
⑺三角形の角の 2 等分線と対辺の交
点によりできた線分の長さについ
て考える。【本時 13/20】 

⑻中点連結定理を見いだし活用す
る。 

⑼相似比と面積比の関係について調
べる。 

⑽相似比と表面積比、体積比の関係
について調べる。 

３  
⑴四角形の辺の中点を結んでできる
四角形について考える。 

⑵校内の木や校舎の高さを求める。 
⑶相似の考えを活用して、商品の費
用について考察する。 

本単元では、三角形の相似条
件などを用いて図形の性質を
論理的に確かめること、また相
似な図形の性質を具体的な場
面で活用することをねらいと
する。そのために、以下の３つ
の手だてをとる。 

 
・相似な図形について、関心を
もつことができるように、簡
易パンタグラフで相似な図
形を書く活動を設定する。 

 
・三角形の相似条件を証明の
根拠として論理的に考察し
表現する力を段階的に養う
ために、証明の方針を立てる
際、ICT を活用して視覚的に
相似な図形をつかませたり、
仮定、結論、証明の根拠とな
る事柄を他者と確認したり
する場を設定する。 

 
・相似な図形の性質を具体的
な場面で活用し、その有用性
を実感できるようにするた
めに、身の回りの事象を例に
挙げて探究する場を設定す
る。その際、考察の過程を他
者に説明する機会を仕組む。 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  ３年 教室 

 (３) 主 眼  三角形の角の二等分線と線分の比の定理について、既習の図形の性質を活用して説明で 

きるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 本時の学習の方向性を確認する。 

⑴子ども向け単元計画を確認する。 

⑵前時の問題を想起する。 

 

 

  

・a:b＝c:d となるはずだ。 

⑶めあてを設定する。 

 

 

○本時のめあてを設定することがで

きるように、前時の問題を想起し、

a:b＝c:d が任意の場合で成り立つ

ことを証明する必要性について確

認する場を設ける。 
学

級

集

団 
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つ
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２ a:b＝c:d の証明について考える。 

⑴2 つの補助線の引き方をもとに、解決のための

見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

・仮定は∠BAD＝∠CAD、結論は a:b＝c:d。 

・平行線の同位角、錯角が使える。 

・三角形と線分の比の定理が使える。 

⑵どちらかの考え方を選択し、証明する。 

・誰とどのように解決するのかを自分で選択する。 

⑶ペアで考え方を説明し合う。 

・数学の用語をできる限り使って、図と関連付け

ながら説明する。 

⑷学級集団で考える。 

３ 定理を確認し、本時のまとめを行う。 

 

  

 

○解決の見通しをもつことができる

ように、平行な補助線をひく 2 つ

の考え方を提示し、根拠として使

えそうな既習事項を確認する場を

設ける。 

 

○個に応じた学び方を選択できるよ

うに、デジタル掲示板を用いてヒ

ントを配布したり、説明動画を視

聴する場を設けたりする。【ICT の

活用】 

 

◇三角形の角の二等分線と線分の比

の定理について、既習の図形の性

質を利用して説明できるようにす

る。（学習プリント・様相観察） 

 

 

学

級

集

団 
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４ 本時の振り返りをする。 

⑴振り返りを記入する。 

 

 

 

○自己の学びを自覚することができ

るように、3 つの視点で振り返りを

書く場を設ける。 

 

○様々な考え方に触れ、考えを深め

ることができるように、他の補助

線を引いた図を提示する。 

ペ

ア 

 

個 
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つくる・ふかめるの場面において、問題を解決するために、デジタル掲示板で配布されたヒントや、タ

ブレットモニターで視聴できる説明動画を活用する。 

a:b＝c:d となることを、図形の性質を使って証明しよう。 

図の中の、平行線や相似な 2 つの三角形（   や   ）、二等辺三角形に着目すること

で、同位角・錯角の性質や三角形と線分の比の定理を使って証明することができる。 

図の中の相似な三角形に着目することで、a:b＝c:d

が成り立つことを説明することができた。補助線

の引き方によって、様々な証明の方法があると分

かった。今後も、習ったことを使って新たな図形

の性質を証明していきたい。 

【問題】△ABC で、∠A の二等分線は

辺 BC をどのように分けるだ

ろうか。 
 

 なおとさん   そうしさん  



第３学年 社会科学習指導案 

 

１ 単元名「経済のしくみと消費生活」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材       (３) 活動の流れ（7 時間）     (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

３ 本時 

 

㋐様々な事例や資料などを活用しながら学習を行い、身近な消費生活を中心に、人間の生活の維持・向

上という経済活動の意義について理解することができる。 

㋑対立と合意、効率と公正、希少性などに着目し、消費生活や流通に関する様々な事例を基に、個人や

企業の経済活動における役割と責任について多面的・多角的に考察し、表現することができる。 

㋒経済活動について、現代社会に見られる課題の解決に向けて自らの学習を振り返りながら粘り強く取

り組み、主体的に社会と関わろうとすることができる。 

 経済活動とは、人々が求める

財やサービスを生産し、これら

を消費することで生活を成り

立たせている人間の活動であ

り、経済活動の意義とは、人間

の生活の維持・向上である。 

 市場経済の基本的な考え方

とは、個々人は価格を考慮しつ

つ、何をどれだけ消費するか選

択すること、それに関わって、

価格には人的・物的資源を効率

よく配分する働きがあること

である。 

 これらを踏まえ、様々な財や

サービスの購入・消費を通して

豊かな生活を送ることや企業

に利潤をもたらすことが個人

の経済活動における役割と責

任と言える。 

 将来、消費生活を送る生徒に

とって、その基礎となる資質・

能力を培う視点から、本単元を

学習することは大変意義深い

ものだと考える。 

１ 単元の見通しを持つ。① 

・生活の中で経済活動がどのように
営まれているか、身近な事例をも
とに考察する。 

・単元を貫く問いを持つ。 

 

２ 市場経済における消費生活の意
義を捉える。⑤ 

⑴経済のしくみと貨幣の役割を理解
する。 

・希少性 ・需要と供給 

・経済の循環 ・貨幣の役割 

⑵消費生活を営む上で大切なことを
探る。 

・財とサービス ・収入と支出 

⑶ものの流通のしくみや情報が与え
る影響を捉える。 

・小売と卸売 ・情報化 

⑷消費生活を守るために整備されて
いるしくみを捉える。 

・契約 ・消費者主権 

⑸価格の決まり方について、需要と
供給の考え方を基に捉える。 

・需要供給曲線 ・市場・均衡価格 

【本時 6/7】 
 

３ 単元のまとめを行う。① 

・学習内容を踏まえて、単元を貫く
問いに対する答えを書く。 

 本単元の指導にあたっては、

本単元では、経済活動の意義や

市場経済の基本的な考え方を

理解すること、経済活動におけ

る消費者としての個人の役割

と責任について多面的・多角的

に考察し、表現することをねら

いとする。そのために以下の３

つの手だてを行う。 

 

・経済活動が身の回りで営まれ 

ていることを実感できるよ

う、実際のニュースや地域の

事例などを取り上げる。 

・消費者や生産者などの様々な

立場から人々が経済活動を営

んでいることを理解できるよ

う、複数の立場からの考察、

表現を行う場面を設定する。 

・自己の消費生活を想起しなが

らの学習活動となるよう、現

在の消費生活や将来の展望な

どを学習内容を活かして考察

する場面を設定する。 

 

 



(１) 日 時  令和７年１１月 

 (２) 場 所  ３年 教室 

 (３) 主 眼  需要供給曲線の変化の仕組みを理解し、価格の決まり方を説明できるようにするととも

に、経済において価格が大きな影響を持つことを理解できるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 本時の課題とめあてをつかむ。 
⑴子ども向け単元計画で本時の内容を確認する。 
⑵本時のめあてを設定する。 
・価格の決まり方には生産量や消費量が関係して
いるのではないか 

 
 
 

○本時の見通しを持つことができる 
ように、子ども向け単元計画を提
示する。 

○めあてにつなげることができるよ
うに、資料としてキャベツの価格

変動の資料を提示する。 

学

級

集
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つ

く

る 
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２ キャベツの価格変動を基に、需要曲線、供給曲
線の見方を押さえる。 
⑴キャベツの価格変動が、需要供給曲線上でどの

ように表現されるかを考える。 
・台風や雨不足による凶作の時は、供給曲線が左
に動く（価格が上がる） 

３ 商品による需要供給曲線の変動を考える。 
⑴Ａ～Ⅽいずれかの商品の価格変動を考える。 
・商品Ａ…サンマ 

・商品Ｂ…野球場のチケット 
・商品Ｃ…宇宙旅行（将来的な需要供給の高まり） 
⑵⑴で考えた商品の価格変化の状況を、需要供給
曲線を作図して表現し、交流する。 

・サンマなどの海産物は、不漁になると供給曲線
が右に動くので、価格が上がる 

・野球場のチケットは、試合を見やすい座席ほど
需要曲線が右に動くので、価格が上がる 

 
 
 
４ 市場経済における、需要と供給のバランスの重

要性について理解する。 
⑴キャベツが廃棄される背景を考える。 
・形や色が悪いから廃棄されるのではないか 
⑵本時の学習内容を踏まえて、供給過多になった
場合に考えられるリスクを考察する。 

・供給過多になると価格が暴落するため、出荷で

きる品質のキャベツでも廃棄せざるを得ない。 

 
 
○曲線が動くパターンをつかめるよ

う、価格変動が発生する条件を考
察する場面を提示する。 

 
 
○主体的に課題に取り組むことがで
きるように、形態を自分で選択で

きるように仕組む。 
○他者の考察を参考にできるよう、
需要供給曲線のグラフを撮影し、
相互閲覧できるようにする。 
【ICT の活用】 
◇価格の変動について、需要供給曲
線の移動を示しながら説明するこ
とができる。（様相観察、ワークシ
ート） 

 
 
 

 
○価格の変動によって受ける影響に
ついて生産者の立場からも考える
ことができるよう、キャベツが廃
棄される画像を提示し、その背景
について考える時間を設定する。 
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５ 本時の振り返りをする。 
⑴ペアで本時の振り返りを交流する。 
⑵デジタル掲示板に振り返りを記入する。 
 

 
 
 
 
 

 
〇生徒が自己の学びを自覚すること
ができるように、振り返りの視点
を示す 

〇他者の考えを参考に、自らの考え
を深められるよう、ペアで振り返
りを交流する場を設定する。 

 

個 

 

ペ

ア 

5 

 

 需要供給曲線の変動やその理由を交流する場面において、自己の考えを深めることができるように他者

の考えを閲覧する。 

価格の決まり方を説明しよう。 

商品の価格は、様々な要因で変化する需要・供給量の変動によって決まっていく。 

今日の学習では、価格が決まるうえで需要量と
供給量の変動が主な要素であることが、需要供
給曲線を動かす活動を通じて理解できた。身の
回りにある様々な商品を、買い時を考えながら

買い物をしたいと思った。 



第１学年 保健体育科学習指導案 

 

１ 単元名「マット運動」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材      (３) 活動の流れ（10 時間）      (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時 

１ 単元の見通しをもつ。    ① 

・器械運動の特性や成り立ちを理解 

する。 

・単元マップを用いて見通しを持つ。 

 

２ マット運動の技能を習得する。⑧ 

⑴接転技群の技を習得する。 

・開脚前転、補助倒立前転 

・開脚後転、伸膝後転 

 

⑵ほん転技群・巧技系の技を習得する。          

・側方倒立回転、倒立ブリッジ 

・片足平均立ち、頭倒立、補助倒立 

 

⑶発表会で行う技を選択する。 

 

⑷選択した技の完成度を高める  

【本時 6/10】 

 

⑸技のつなぎが滑らかになるように技

の構成を考える。    

 

３ 互いの演技を認め合う。① 

・発表会 

 

 器械運動は、マット運動、

鉄棒運動、平均台運動、跳び箱

運動で構成され、器械の特性に

応じて多くの技がある。これら

の技に、個人の能力に応じて挑

戦し、その技のできる楽しさや

喜びを味わうことのできる運

動である。 

マット運動は、マットを用い

て前転、後転、開脚前転、伸膝

後転、ロンダートなどの技に挑

戦する運動である。回転や逆立

ちなどの非日常的で巧技的な

運動であり、筋力・平衡性・柔

軟性を高めることができる。ま

た、技を習得するために、互い

に補助をしたり、仲間と協力し

ながら自らの課題を見つけた

り、体の使い方を工夫したりす

るなど、主体的・対話的に学習

する態度を育てることができ

る。本単元を学習することは、

運動能力、意欲を向上させ、望

ましい人間関係を育てること

ができるという面で、大変意義

深い教材である。 

 

 本単元は、技ができる楽し

さや喜びを味わうことや、自

己の課題を発見し、よりよい

解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに、自

己の考えを他者に伝えるこ

とができるようにすること

をねらいとする。そのため

に、次の手だてをとる。 

・器械運動の特性を理解し、

単元の見通しを持つこと

ができるように、動画や単

元のシラバスを用いて説

明する。 

・技を習得することができる

ように、ICT を活用し、演

技の撮影やモデル動画と

の比較を行う。その際に仲

間とアドバイスをする場

を設定する。 

・互いの演技を認めることが

できるように、発表会を行

う。その際に ICT を使って

技の出来栄えやよい演技

を交流する場を設定する。 

㋐技ができる楽しさや喜びを味わい、器械運動の特性や成り立ち、技の名称や行い方、その運動に関連
して高まる体力などを理解するとともに、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件を
変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み合わせることができる。 

㋑技などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の

考えたことを他者に伝えることができる。 

㋒器械運動に積極的に取り組むとともに、よい演技を認めようとすること、仲間の学習を援助しようと
すること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや、健康・安全に気を配ろ
うとすることができる。 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年６月 

 (２) 場 所  体育館 

 (３) 主 眼  自他の課題や出来映えを伝えるとともに、選択した技の完成度を高めることができるよ

うにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 準備運動を行い、自己の課題から本時の学習
内容を確認する。 

⑴準備運動を行う。 
・準備運動、ストレッチ 
 
⑵前時の振り返りをもとに課題の確認をする。 
・前時の振り返り 
・個人のめあての設定 
 
 
・めあての共有 

 
・主運動につながるように、自己の
練習する技に合わせた準備運動を
行うよう助言する。 

 
・グループ内でめあてを共有するた
めに、デジタルノートを活用する。 
【ICT の活用】 
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つ
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・
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２ 課題解決に向けた練習を行う。 
⑴遅延装置を活用しながら練習を行う。 
・自己が選択した技（１～３個） 
・課題にアドバイスとチェックシートを使用して
達成度の確認 

・動画撮影 
 
⑵グループで達成度を確認し、アドバイスをしな
がら練習を行う。 

想定されるアドバイス 
・マットを強く押す 
・手は遠くに着く 
 
 
 
３ 本時のまとめを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・自己の動きを客観的に見ることが
できるように、遅延装置を活用で
きるようにする。【ICT の活用】 

 
・練習する場面で自己の課題に適し
た練習をすることができるよう
に、ヒントカードを配布する。 
【ICT の活用】 
 
・動画を撮影し、練習の成果を確認
する場を設定する。 

 
・自己の成果を振り返ることができ
るようにするために、ベスト動画
を保存するように指示をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇選択した技の完成度を高めること
ができる。（デジタルノート） 
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４ 本時の振り返りをする。 
(1)デジタル掲示板に振り返りを記入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)全体で振り返りを共有する。  

・生徒が自分の学びを自覚すること
ができるように、３つの視点で振
り返りを書く場を設定する。 

 
・学級全体で学びの共有ができるよ
うに ICTを活用できるようにする。 
【ICT の活用】 

 
◇自他の課題や出来映えを伝えあう
ことができる。（デジタル掲示板） 
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 技の完成度を高める場面において、自己の動きを客観的に見るための遅延装置や、課題に適した練習方

法を選ぶためのヒントカードを使用する。 

今日は、開脚前転の完成度を高めるための練
習をしました。最後に立ち上げれないという課
題がありました。しかし、A さんの「マットを
強く押すといいよ」というアドバイスでできる
ようになりました。次の授業でも友だちとアド
バイスをしあったり、動画を活用して客観的に
自分を見ながら練習していきたいです。 

例 【開脚前転】の完成度を高めるために、【膝を伸ばして立ち上がれるようにする。】 

動画 

実践 

アドバイス 

動画をデジタルノートに蓄積し、本時の成果を相互評価する。 



第２学年 理科学習指導案 

 

１ 単元名「さまざまな化学変化」    

２ 活動の構成 

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２) 取り上げる教材        (３) 活動の流れ（12 時間）   (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元では、中学校学習指導要

領「理科」２学年第１分野(4)「化学

変化と原子・分子」に位置付けられ

ており、化学変化についての観察、

実験を通して、物質の変化やその

量的な関係について理解させると

ともに、これらの事物・現象を原子

や分子のモデルと関連付けること

が主なねらいである。 

 私たちの日常生活において、料

理やバーベキュー、花火などで燃

焼という現象を利用する場面は多

くみられる。また、理科の実験にお

いても、ガスバーナーを使う場面

は多くあり、燃焼の仕組みについ

ての理解が求められる。一方で、毎

年多くの人が、不完全燃焼による

一酸化炭素中毒で救急搬送されて

いる現状がある。不完全燃焼の仕

組みを化学反応式や粒子モデルを

用いて考えることは、科学的な知

識だけでなく、実生活や社会問題

に対する理解を深めるため大変意

義深い教材である。 

本単元の指導にあたって

は、物質の燃焼や不完全燃

焼といった現象を粒子モデ

ルや化学反応式を用いて視

覚的に考えることで、生成

される物質を理解すること

をねらいとする。そのため

に、以下の手だてを行う。 

 

・微視的な視点で化学反応

を捉えることができるよ

うにするため、粒子モデ

ルや化学反応式を用いて

考える場を設定する。 

 

・課題の解決に向けて、多角

的な視点を取り入れるた

めに ICT を活用し、様々

な方法に触れることがで

きる場を設定する。 

 

・課題意識を持たせるため

に、導入やまとめで化学

反応と日常生活を結び付

ける場を設定する。 

㋐物質やエネルギーに関する観察、実験などを行い、それらの事物・現象について理解するとともに、化

学的に探究するために必要な観察・実験などに関する基本的技能を身に付けている。 

㋑身の回りの化学変化について問題を見いだし見通しをもって観察・実験を行い、その結果を粒子モデル

や化学反応式を用いて表現している。 

㋒身の回りの化学変化に関する事物・現象に進んで関り、見通しを持ったり振り返ったりするなど、化学 

的に探究しようとしている。 

１ 単元の見通しを持つ。① 

・単元マップを用いて見通しを

持つ。 

・実験操作の確認を行う。 

 

２ さまざまな化学変化を調べ

る。⑨ 

⑴物質どうしが結びつく変化 

・鉄と硫黄の混合物の加熱 

・銅と硫黄の混合物の加熱 

・銅と塩素の混合物の加熱 

⑵物質が酸素と結びつく変化 

・銅の燃焼 

・マグネシウムの燃焼 

・有機物の燃焼 

⑶酸化物から酸素をとり除く変

化 

・酸化銅の還元 

・二酸化炭素の還元 

 

３ 日常生活にある、燃焼や不完 

全燃焼について説明する② 

・プロパンの完全燃焼 

・プロパンの不完全燃焼 

【本時 12/12】 

 

 



３ 本時 

(１) 日 時  令和７年６月 

 (２) 場 所  ２年 教室 

 (３) 主 眼  有機物を不完全燃焼させると一酸化炭素が発生することを、粒子モデルや化学反応式か  

ら、科学的根拠に基づいて説明できるようにする。 

 (４)ICT の活用 

 

 

 

 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 

形

態 

配

時 

で

あ

う 

１ 本時の学習の方向性を確認する。 

⑴単元マップを確認する。 

   

⑵ガスバーナーの赤い炎を提示し、問題点 

に気づかせ、確かめる手段を考える。 

・酸素不足 

・一酸化炭素が発生する 

⑶本時のめあてを確認する。 

 

 

 

・課題意識を持たせるために、ガスバーナー

の赤い炎と青い炎を提示し、問題点に気づ

かせる場を設定する。 

・課題意識を持たせるために、生徒の言葉で

めあてを設定するように促す。 

・解決の見通しを持たせるために、これまで

の学習内容との関連について考える場を

設定する。【ICT の活用】 

 

 

 

学

級
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２ プロパンの不完全燃焼について考える。 

⑴プロパンの燃焼反応を化学反応式・粒子モ

デルで確認する。 

・C₃H₈+5O₂→3CO₂+4H₂O 

 

 

 

⑵プロパンの不完全燃焼(酸素を減らしたと

きの反応)を粒子モデルや化学反応式で表

す。 

・C₃H₈+4O₂→CO₂+2CO+4H₂O 

・C₃H₈+3O₂→2CO+C+4H₂O 

 

 

⑶結果の共有を行う。 

 

３ 本時のまとめを行う。 

 

 

 

・自分で設定しためあてを達成することがで

きるように、粒子モデル(デジタル・アナロ

グ)を準備する。【ICT の活用】 

・オープンシートを活用して、色々な視点か

ら問題を捉え、自分とは異なる解決方法を

共有する場を設ける。【ICT の活用】 

・生徒の進捗状況を把握できるように、進捗

度シートを利用するように仕組む。 

【ICT の活用】 

・他の有機物の不完全燃焼について考えられ

るように追加の課題を準備する。 

・課題を解決するために形態を自分で選択で

きるように仕組む。 

 

◇粒子モデルや化学反応式から、完全燃焼と

不完全燃焼を比較し、異なる点を説明する

ことができる。(デジタルボード) 
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４ 本時の学習内容を振り返る。 

⑴デジタル掲示板に振り返りを記入する。 

 (例) 有機物が不完全燃焼をすると、一酸

化炭素だけでなく二酸化炭素や水、炭素が

発生することが分かった。今後、物質を燃

焼させるときは換気をしたうえで十分な

酸素を取り入れ燃焼させたい。 

・自分とは異なる視点や考えに触れ、理解を

より深めることができるように、デジタル

掲示板(Padlet)で振り返りを行い、相互閲

覧できるように仕組む。【ICT の活用】 

・今後も安全に過ごすことができるように、

日常生活に潜む不完全燃焼による危険性

を押さえる場を設定する。 

 

ペ

ア 

 

個 
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不完全燃焼を起こしたとき一酸化炭素が発生することを、(化学反応式・粒子モデル)を用

いて説明しよう。 

プロパンが不完全燃焼すると、一酸化炭素だけではなく二酸化炭素や水、炭素が発生する。 

有機物の不完全燃焼の化学反応を考える場面において、デジタルボード（Canva）を活用し、様々な

考え方を共有する。 



第３学年 外国語科（英語）学習指導案 

 

 

１ 単元名「Program3 Hot Sport Today」    

２ 活動の構成  

(１) 生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 取り上げる教材      (３) 活動の流れ（10 時間）      (４) 活動の手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 目標（㋐知識及び技能 ㋑思考力、判断力、表現力等 ㋒学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 
 

１ 単元の見通しを持つ。① 
・ALT からの依頼 

I want to play sports with people in 
Amagi. Do you know any good sports 
to enjoy with all people? 

２ 教科書の本文内容やユニバーサルス
ポーツについて読み、自分の考えを
伝え合ったり、書いたりする。⑧ 

⑴〈tell 人 that ～〉、〈call 人 ～〉、 
〈make 人 ～〉の使い方を習得する。 

⑵教科書の本文を読み、内容に関して考
えを伝え合う。 

・バスケットボールの歴史 
・車いすバスケのルール 
⑶3 つのユニバーサルスポーツについて
の英文を読み、提案したいスポーツにつ
いて伝え合う。        本時【6/10】 

・ボッチャ、風船バレー、ショートテニス  
・ Which sport makes people excited? 
⑷伝え合った内容をもとに、考えや情報 
の整理をする。 

・新たな情報の追加 ・段落構成 
⑸提案するスポーツについて理由を含め
て書く。 

・ペア、グループでの付加修正 
・プレゼンテーションの作成 
３ ALT にプレゼンテーションを使って

提案する。① 
・誰もが楽しめるスポーツを提案 

・単元の振り返り 

 

 

 

 本単元では、「地域の人々と
誰でも楽しめるスポーツをし
たいと考えている ALT にユニ

バーサルスポーツを提案する」
という単元ゴールを目指し、車
いすバスケやユニバーサルス
ポーツについて読んだことか
ら、把握した内容に基づき、自
分の考えやその理由などを書

く活動を行う。このことは、社
会的な話題に関して読んだこ
とについて、その内容に関する
自分の意見などを書くことが
できる力を身に付けさせるこ
とにつながり、大変意義があ

る。 

新しく学習する言語材料は、
〈tell~that…〉〈make+目的語
+補語〉〈 call+目的語+名詞〉
〈make+目的語+動詞の原形〉
である。これらの新たな文構造
を活用することで、物事と自分
の関係をより詳しく、豊かに表
現することができるようにな
る。 

本単元を通して、社会で起こ
っている事象に主体的に関わ

りをもち、外国語を使って積極
的にコミュニケーションを図
ろうとする力を育成すること
につなげたい。 

 

 本単元では、ユニバーサル
スポーツについて読んだこ
とを基に、誰もが楽しめるス
ポーツについて自分の考え
やその理由を簡単な語句や
文を用いて書いて伝えるこ

とができることをねらいと
する。そのために、以下の手
だてを行う。 

 
・主体的に活動に取り組める

ように、目的・場面・状況
を明確にした単元ゴール
を設定し、生徒と共有する
場を設定する。 

 
・ユニバーサルスポーツにつ

いて提案できるように、読

むこと、ペアやグループで
相互に伝え合うこと、書く
ことの領域を統合した言
語活動を繰り返し設定す
る。 

 

・自己の成長や課題を把握
し、次の学びへつなげるた
めに、単元を通して学んだ
ことを振り返る場を設定
する。 

㋐[知識] 〈tell~that…〉〈make+目的語+補語〉〈call+目的語+名詞〉〈make+目的語+動詞の原形〉の特
徴やきまりを理解することができる。 

 [技能] ユニバーサルスポーツに関して考えたことや感じたこと、その理由などについて新出言語材
料を用いて書く技能を身に付けている。 

㋑ALT に誰でも楽しめるスポーツを提案するために、ユニバーサルスポーツについて読んだことをもと
に、自分の考えたことや感じたこと、その理由などを簡単な語句や文を用いて書くことができる。 

㋒ALT に誰でも楽しめるスポーツを提案するために、ユニバーサルスポーツについて読んだことをもと
に、自分の考えたことや感じたこと、その理由などを簡単な語句や文を用いて書こうとしている。 

 

Balloon volleyball is a good sport. I have two 

reasons. First, they can use balloon so, it’s not 

hurt. Second, people in wheelchairs can also 

touch the ball. I think Balloon volleyball 

makes everyone excited. Don’t you think 

everyone should play it? 



３ 本時 
(１) 日 時  令和７年６月 

 (２) 場 所  ３年 教室 
(３) 主 眼  ユニバーサルスポーツについての説明文を読み、誰もが楽しめると思うものを理由とと

もに簡単な語句や文を用いて述べ合うことができるようにする。 
 (４)ICT の活用 
 
 
 
 (５) 展 開 

 学習活動・内容 
指導の留意点 

◇評価の観点（方法）、【ICT の活用】 
形
態 

配
時 

で
あ
う 

１ 本時の学習の方向性を確認する。 
⑴単元マップを確認する。 
⑵前時までの学習内容をもとに、誰もが楽しめる
スポーツについて考える。 

・ボッチャ ・風船バレー ・ショートテニス 
⑶めあてを確認する。 

 
 

 
・本時の見通しをもつことができる
ように、どのようなスポーツであ
れば（年齢、性別、障がいの有無
等に関わらず）一緒に誰でも楽し
めるか確認する場を設ける。 

 

学
級
集
団 
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２ ユニバーサルスポーツについて書かれた説明
文を読む。 

⑴ボッチャ、風船バレー、ショートテニスについ
て書かれた説明文を読む。 

・This sport is played by 2 teams. Players can sit or 
stand. There is 1 white ball. We call it the jack ball. 

 
⑵読んだ内容をもとに 1 つ選び、自分の考えをマ
ッピングする。 

・ルールが分かりやすい・座ったままできる 
・簡単にボールを投げられる 

 
３  選んだスポーツについて理由とともに考えを

伝え合う。 
⑴自分の考えをペアと伝え合う。 
・A: Which sport is good? 
  B: I think boccia is a good sport. 
  A: Why do you think so? 
  B: It’s easy to play. 
  A: I see. Please tell me about the rules. 
  B: Throw their balls close to the jack ball.  

It makes people excited. 
⑵伝えたい内容を付加修正し、ペアを変えて伝え
合う。 

⑶最後のやり取りを動画撮影する。 
 

４ 本時のまとめを行う。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
・個に応じて選択できるように、単
語ヒントや音声つきの説明文を配
信する。【ICT の活用】 

 
 
・口頭でやりとりをすることができ
るように、自分の考えをキーワー
ドでマッピングする場を設定す
る。 

 
 
・やり取りを継続するために、過去 
の学習内容を振り返ることができ 
るデジタル掲示板の活用を促す。 

【ICT の活用】 
 

・他の表現を参考にすることができ 
るように、よくできていた点を賞 
賛したり、助言を与えたりする中
間指導を行う。 
 
 

・自己の成果を振り返るために、最 
後のペアとのやり取りを動画に保 
存するように指示をする。 

 
 
 
 
◇誰もが楽しめると思うユニバーサ
ルスポーツについて自分の考えを
理由とともに簡単な語句や文を用
いて述べ合っている。（デジタル掲
示板） 

個 
 
小
集
団 
 
学
級
集
団 

30 

ふ
り
か
え
る 

５ 本時の振り返りをする。 
⑴デジタル掲示板に振り返りを記入する。 
 
 
 
 
 
 
 
⑵全体で振り返りを共有する。 

 
・生徒が自分の学びを自覚すること
ができるように、3 つの視点で振り
返りを書く場を設ける。 

 
・学級全体で学びの共有ができるよ
うに ICT を活用する。【ICT の活用】 

個 10 

 

ユニバーサルスポーツについて理解をする場面において、単語ヒント付きの説明文と音声付きの説明

文を活用する。 

みんなが楽しめると思うスポーツを選び、自分の考えをお互いに伝え合おう。 

 

やりとりの回数を重ねるごとに、伝える内
容を増やすことが出来た。相手から質問し
てもらうことで、どんな情報を付け加える
とよいか分かった。読んだ説明文からでは
分からないことは自分で調べて付加してい
きたい。 

 

 

 

 

 

やり取りを続けるためには、（相づちをうったり、プラス一文で相手に質問をしたり

すると良い。考えだけを言うのではなく、理由を付け加えると良い。） 


